
冬休み到来！  

まとまったお休みのこの機会に、図書館に訪れて本を読んでみませんか？  

お正月！本の福袋（貸出） 
２０２２年１月４日（火）から配布（貸出）開始！ ※なくなり次第、終了します。  

品川図書館は、 

令和３年１２月３１日（金）から令和４年１月３日（月）まで休館します。 

皆さまには、ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご協力をお願いします。 

１２月２９日（水）・３０日(木)は、午後５時まで開館します。 

 年末年始の休館中、ブックポストはご利用できません。 

※他の図書館の休館日 

荏原・大井・大崎   １２月３１日（金）～１月３日（月） 

    上記以外の図書館   １２月２９日（水）～１月３日（月）  

発行：品川図書館

TEL３４７１－４６６７
FAX３７４０－４０１４

・品川区在住の高校一年生 

・内申のために図書委員会に入った 

・人懐っこい性格 

・陸上競技部所属 

・図書委員会の気になる子がすすめてくれ

た本を読み始めた

・品川区在住の高校一年生 

・読書が大好きで図書委員会に入った 

・博愛的 

・演劇部所属 

・夢中になるとどんどん突き詰めていく 

Profile Profile 

※年末年始休館のお知らせ

品川区立図書館のティーンズコーナーPR キャラクターとしてこれから活動する２人の名前が決まります。 

12/11（土）に品川区立図書館ホームページで発表するので、checkしてね！詳しくは右横の QRから⇒ 

たくさんの投票ありがとうございました！ 

11/12（金）～12/8（水）まで各図書館内、秋の子ども読書の日フェア、LINE 等で募集しました。 

品川図書館HP QR 



『夜に駆ける YOASOBI 小説集』  

星野 舞夜/作 他   

双葉文庫 Y/９１３/ヨ 

！ 

ｵｽｽﾒの本の紹介！

「下町のロボット」「おい桐島、お前部活やめるのか?」「人生が片付くときめきの魔法」

「からすのどろぼうやさん」「ねじ曲がったクロマニョンみたいな名前の村上春樹の本」 

これらは、福井県立図書館の利用者が実際に図書館に問い合わせた、「覚え違いタイト

ル」です。みなさんは、これらの本のタイトルを正確に言えますか？ 

この本では厳選された覚え違いタイトルを紹介しています。実際にこれらの問い合わせ

に司書さんがどう答えたかも併せて紹介されているので、覚え違いに爆笑しつつ、司書さ

んのすごすぎる検索能力にも触れてみましょう。 

小 説 を 音 楽 に す る ユ ニ ッ ト

YOASOBI の楽曲「夜に駆ける」「あの

夢をなぞって」「たぶん」「アンコール」

「ハルジオン」の原作小説と、MV ク

リエイターによる描き下ろしイラスト

を収録。 

 巻末に Ayase×ikura のスペシャル

インタビュー掲載。 

『アイドルが好き！』  

イノウエ ミホコ/作 くまぞう／イラスト  

くもん出版 Y/９1３/イ 

中学２年生のタマキは韓国アイドル

“ノベバ”にハマっている。タマキは、

友人の桜子と、ネットで知り合った同

じノベバファンのユマと一緒に、学校

の夏休み語学留学プログラムで韓国へ

行くことになるが…。 

『しんどい時の自分の守り方』 

増田 史/著   

ナツメ社 Y/３７１/マ 

「仲間外れが怖い」「人が自分をどう

見ているかが気になる」「SNSがしんど

い」「親の干渉がうっとうしい」。 

 10 代の子供たちが抱える様々な悩み

について、その解決方法や、楽に生きる

ためのスキル、自分でできる心のケアな

どを紹介。 

悩み相談、連絡先一覧有り。 

『考えたことある？性的同意』  

ピート・ワリス＆タリア・ワリス/作  

ジョセフ・ウィルキンズ/絵  

上田 勢子/訳 水野 哲夫/監修   

子どもの未来社 Y/３６７/ワ 

学校の帰り道、アミーラは「新入生が

レイプされた」という情報を目にする。

仲良しの女子グループで、同意とは何か、

同意はあったのかなかったのか、身体の

こと、気持ちのこと、意思の伝え方等、

さまざまに議論する。そこへ男子グルー

プがやってきて…。 

性的同意について考えるヒントを紹介

した本。 

「勉強場所がない」 「家だと集中できない」 

という中高生のみなさん。 

中学生・高校生限定で、 

品川図書館の多目的室を自習室として開放します。 

試験勉強等にご活用ください。 

日程等詳細はチラシで 

お知らせします。 

ピックアップ！ 

漫画 

小説 

ノンフィクション

小説 

1 月に開催予定。 

『100万回死んだねこ 覚え違いタイトル集』 福井県立図書館/編著 講談社 015.2/ヒ 


